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対象（平成11年国民統計）

国民栄養調査
12,763人

世帯番号

喫煙
BMI、飲酒習慣、血糖値
ビタミンCとEの摂取量

歯科疾患実態調査
6,903人

世帯番号

歯と歯肉の状態
歯ブラシ頻度
フッ化物塗布経験

リンケージデータ
6,805

ロジスティック回帰分析



40代以上で差が顕著になる、女性喫煙者に重症者が多い、
 ただし、喫煙の影響を過少に評価する方法となっている

能動喫煙との関連
─歯周病を有する者の割合(年齢別)─
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喫煙者は歯を早期に失う

能動喫煙との関連
─喪失歯を有する者の割合(20-39歳)─
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男 女

喫煙者では咀嚼機能の指標となる8020達成者が少ない

非喫煙 現在喫煙

能動喫煙との関連
─現在歯が19歯以下の者の割合(40歳以上)─
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女

喫煙者は無歯顎になりやすい
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能動喫煙との関連
─無歯顎者(歯のない者)の割合(60歳以上)─
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受動喫煙との関連
─齲蝕を有する者の割合(1-14歳)─

同世帯内の喫煙 (－) (＋)

家庭内での喫煙は小児齲蝕を増加させるかもしれない
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結　論

喫煙との因果関係が推定されている歯科疾
患について、日本人の疾患実態と喫煙との関
連を分析した。

歯の喪失および歯周炎は能動喫煙と、子ど
もの齲蝕は受動喫煙と、それぞれ関連性が認
められた。

日本人の喫煙による健康被害は、歯科疾患
にも及んでいることが明らかとなった。
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